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 研究実績の概要

　近年、経済発展とともに新興国における家電の需要が増加しており、特にルームエアコンの普
及が中国やインドで急速に進んでいる。この状況に伴い、環境問題が深刻化している新興国で
は、電力消費量の削減が急務となっている。省エネ規制も強化される中で、インバータエアコン
の普及により電力使用量を大幅に削減できると期待されている。一方で、安定した電力網を維持
するための電源高調波規制が厳しく、リアクトルや力率改善(PFC)回路の導入にはコストがかか
り、これがインバータエアコンの普及を阻害している。このため、単相全波整流回路と小容量
フィルムコンデンサを三相インバータに結合させた簡素な回路で構成し、低コストで交流モータ
を駆動できる電解コンデンサレスインバータが提案されている。しかし、更なる低コスト化には
モータ側の電流センサを削減する電流復元技術の適用が必要である。
　本研究では、電解コンデンサレスインバータにおいて電源歪の増加無く電流センサレス技術を
適用可能にし、インバータの有用性を更に高める新しいインバータ制御技術を確立した。提案法
では、電源電流を正弦波に制御するために導出した「インバータ出力電圧と電源電流の関係」
と、センサレス技術を適用するための「インバータ出力電圧と三相モータ電流の関係」の2つに着
目して制御システムを構成した。両技術に関係するインバータ出力電圧を基に、電圧ベクトル図
上での電源電流制御と電流センサレス技術の関係性を明らかにすることで、両技術を両立する
モータ制御技術を開発した。これによりセンサレス技術を適用した場合でも電源電流歪が低減さ
れ、力率は97.8%から98.3%へ、THDは21.2%から17.1%へ改善された。
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